
消費税増税に伴うとどろき荘入浴料の検討 

１ 増税に伴い見込まれる支出金額の増加 ５３８，４８３円(７万人入浴とした試算) 

２ 増税に合わせて入浴料を値上げした場合の収入金額 

●年間入浴者数 ６３，０００人（当初目標の９０％） 

●１人当たりの入浴単価・・・４５０円 

→ 年間入浴料 ６３，０００人×４５０円＝２８，３５０，０００円・・・① 

●消費税上昇分により１０円値上げした場合の入浴単価・・・４６０円 

→ 年間入浴料 ６３，０００人×４６０円＝２８，９８０，０００円・・・② 

②－①＝６３０，０００円

⇒ 増税による支出の増額を入浴料の値上げで賄うことができる 

３ 入浴料の維持に向けた考え方 

(１)１００円割引券・JAF 割引の廃止 

●１００円割引と JAF 会員向け割引（１００円引き）の利用者が、一般大人（入浴料 

６００円）の約３０％を占めている。       

●現状、新規入浴者の割引券利用は少なく、常連客の利用が大部分を占めているため、 

割引を廃止することで、常連客を回数券の購入に誘導し、単価の引き上げを図る。 

【入浴券販売状況 ／ 一般大人料金対象者】 

割引の種類 枚数 構成比 

６００円で入浴（割引なし） １７，６１８ ６９％

１００円割引券で入浴 ３，６８９ １５％

JAF 割引（１００円引き）で入浴 ４，０７６ １６％

 ２５，３８３

→ 一般大人２５，３８３人のうち、７，７６５人が１００円割引で入浴している。 

(２)１回あたりの入浴単価 

●１００円割引券を使用した場合・・・５００円 

●回数券（６，０００円で１１枚綴り）使用の場合・・・５４５円  

 → 差額 ４５円 

●年間入浴者数 ６３，０００人・・・① 

●当日券購入者 ３０，８００人・・・②（①の４８．８％） 

そのうち、１００円割引での入浴者 ９，２４０人・・・③（②の３０％） 

→１００円割引券を回数券に誘導することで当日券購入者の約３０％に当たる 

９，２４０人分の単価が４５円上がる。 

→９，２４０人×４５円＝４１５，８００円 

    ⇒ ４１５，８００円入浴料が増額する。 



４ その他経営改善に向けた取組

ポイント特典による入浴（無料）の占める割合が全体の８％を占めており、入浴経費の

増加・平均単価の低下の原因となっている。 

（１）ポイント付与と利用方法 

●ポイントを１０個集める（１０回入浴する）と１回無料で入浴できる。 

●特定の日に入浴するとポイント付与（キャンペーン時の購入でポイント付与など） 

【入浴券種類別入浴者数】 

入浴券 単価 入浴者数 構成比 

当日券（大人） ６００円 １７，６１８人 ３４％

１００円割引券 ５００円 ３，６８９人 ７％

JAF 割引（１００円引き） ５００円 ４，０７６人 ８％

３００円割引券 ３００円 ５０１人 １％

当日券（小人） ３００円 １，０７０人 ２％

当日券（幼児） ３００円 ７８６人 ０．９％

当日券（障害者割引） ３００円 ２，５０１人 ５％

回数券（大人） ５４５円 １１，２６３人 ２２％

回数券（障害者割引） ２７２円 ３，１１６人 ６％

回数券（小人） ２７２円 ７４人 ０．１％

ポイント券（無料券） 無料 ４，２９６人 ８％

招待券 無料 ３，０４７人 ６％

合計 ５２，０３７人 １００％

（２）ポイント付与を７％削減した場合（ポイント券（無料券）を７％減らした場合） 

４，２９６人×７％＝３００人 

３００人×４５０円＝１３５，０００円

⇒ １３５，０００円入浴料収入が増額する。 

⇒ 割引券を回数券に誘導し、ポイント付与の割合を削減することで、増税による支出の 

増額を賄うことができる。 

※ 増税による支出の増額 ５３８，４８３円 

割引の廃止、ポイント付与の削減による収入の増額 ５５０，８００円 


